
１１題題目目はは整整形形外外科科医医長長仲仲野野隆隆彦彦医医師師よよりり「「外外傷傷再再建建ととポポリリフファァーーママシシーー」」ににつついいてて、、

題題目目はは診診療療部部長長山山本本竜竜義義医医師師よよりり「「消消化化器器癌癌ににおおけけるるハハイイパパーーササーーミミアアのの治治療療効効果果」」ににつついいてて

東東海海病病院院 月月病病診診連連携携勉勉強強会会ののごご報報告告

地地域域連連携携室室長長 牧牧野野仁仁美美

名名のの病病診診連連携携登登録録医医のの先先生生ががごご出出席席くくだだささりり、、東東海海病病院院職職員員 名名がが参参加加ささせせてていいたただだききままししたた。。

登登録録医医のの皆皆ささままににははごご多多忙忙ののととこころろ誠誠ににあありりががととううごござざいいままししたた。。

去去るる 月月１１ 日日 土土 、、東東海海病病院院健健康康管管理理セセンンタターーカカンンフファァレレンンススルルーームムににてて病病診診連連携携勉勉強強会会をを

開開催催いいたたししままししたた。。

講講演演をを行行いいままししたた。。発発表表内内容容のの要要旨旨をを掲掲載載いいたたししままししたたののでで、、日日常常診診療療ののごご参参考考ににななりりままししたたらら

幸幸いいにに存存じじまますす。。

月月 日日よよりり乳乳腺腺外外科科・・神神経経内内科科・・肛肛門門科科・・ヘヘルルニニアアセセンンタターーをを新新設設いいたたししまますす。。

放放射射線線科科よよりり
年年 月月にに骨骨密密度度測測定定装装置置をを更更新新いいたたししままししたた。。

検検査査時時間間（（約約 分分））がが短短くくななりり、、新新たたにに海海綿綿骨骨指指標標（（ ））（（女女性性限限定定））もも測測定定ででききるるよよううにに

ななりりままししたた。。名名古古屋屋市市のの骨骨粗粗ししょょうう症症検検診診もも対対応応ししてていいまますすののでで、、ぜぜひひごご活活用用くくだだささいい。

予予約約はは、、電電話話（（放放射射線線科科受受付付））ににてて受受けけ付付けけてておおりりまますす。。

おお電電話話のの際際、、「「骨骨密密度度検検査査のの予予約約」」ととおお伝伝ええくくだだささいい。。
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ととううかかいい

日日頃頃はは当当院院診診療療・・看看護護ににごご協協力力いいたただだきき、、感感謝謝いいたたししまますす。。

当当院院はは昭昭和和 年年にに結結核核病病院院ととししてて誕誕生生しし、、今今年年でで 周周年年をを迎迎ええまま

ししたた。。ささすすががにに開開院院当当初初ののここととはは知知るる由由ももあありりまませせんんがが、、後後半半 年年

分分なならら少少々々語語れれまますす。。私私がが平平成成 年年にに入入職職ししたた当当時時、、表表かからら見見るるとと今今

現現在在とと同同じじ建建物物ががすすででにに建建っってておおりりままししたた。。当当時時ははききれれいいなな建建物物でで、、

玄玄関関ホホーールルににははククララシシッックク音音楽楽がが流流れれ、、エエレレベベーータターーのの天天井井ににははスステテ

ンンドドググララスス風風なな装装飾飾がが施施さされれてていいたたののをを記記憶憶ししてていいまますす。。ししかかしし敷敷地地

奥奥にに入入るるとと以以前前使使用用ししてていいたたとと思思わわれれるる木木造造平平屋屋のの建建物物がが残残っってておおりり、、

洗洗濯濯場場やや剖剖検検室室ななどどにに使使わわれれてておおりりままししたた。。夜夜にに通通るるののはは少少しし怖怖いい雰雰

囲囲気気のの、、歩歩けけばばギギシシギギシシ音音ののすするるよよううなな建建物物ででししたた。。ああのの当当時時はは早早川川

院院長長がが赴赴任任さされれ、、急急性性期期病病院院へへとと変変換換さされれてていいたた時時期期でであありり、、自自分分よよ

りりもも もも もも年年齢齢がが上上のの看看護護師師ささんんがが昼昼休休みみをを利利用用ししてて先先生生方方とと一一

緒緒にに勉勉強強ををししてておおらられれたたののがが印印象象にに残残っってていいまますす。。

ああれれかからら 数数年年、、超超高高齢齢社社会会にに伴伴うう医医療療とと介介護護ののニニーーズズのの高高ままりりやや

在在宅宅介介護護のの限限界界ななどど、、日日本本ににおおけけるる医医療療制制度度のの存存続続にに対対応応ししてて当当院院もも

歩歩んんででままいいりりままししたた。。訪訪問問看看護護スステテーーシショョンン、、居居宅宅介介護護支支援援事事業業所所、、

介介護護老老人人保保健健施施設設のの開開設設やや、、地地域域包包括括ケケアア病病棟棟のの運運用用、、今今年年度度はは地地域域

包包括括医医療療病病棟棟ののシシミミュュレレーーシショョンンもも始始めめてていいまますす。。自自分分たたちちががややりりたた

いい医医療療とと病病院院にに求求めめらられれるる医医療療のの波波ににももままれれ、、ももががききななががらら進進んんででおお

りり順順風風満満帆帆ととはは言言ええぬぬ状状況況ででああるるとと感感じじてていいまますす。。

ささてて、、ここれれかからら先先ははどどののよよううにに進進むむののででししょょううかか。。昨昨年年度度かからら 年年

間間のの病病院院中中期期計計画画にに掲掲げげてていいるるののはは急急性性期期医医療療とと回回復復期期医医療療をを担担いい、、

在在宅宅復復帰帰へへのの橋橋渡渡しし的的存存在在でであありり続続けけ、、一一生生涯涯かかかかりりつつけけ施施設設ととししてて

地地域域にに貢貢献献すするる、、とといいううももののでですす。。ここのの地地域域でで必必要要ととさされれるる機機能能をを発発

揮揮せせねねばばななららなないいこことと、、ここれれはは今今ままででののススタタンンススとと変変わわりりあありりまませせんん。。

そそのの中中心心ににいいるるののはは患患者者ささんんでであありり、、優優先先すすべべききはは患患者者ささんんのの安安全全やや

安安心心、、信信頼頼、、提提供供すするる医医療療のの質質ととササーービビススのの向向上上でですす。。当当院院ででもも様様々々

なな職職種種でで人人員員不不足足がが叫叫ばばれれてていいるる中中、、患患者者ささんん中中心心のの医医療療をを提提供供すするる

たためめににははままずずはは多多職職種種ででののタタススククシシェェアア・・シシフフトトをを進進めめななけけれればばななりり

まませせんん。。今今ここそそ脱脱セセククシショョナナリリズズムムでですす。。そそここにに加加ええ、、ハハーードド面面ででのの

快快適適もも提提供供ししたたいい思思いいでですす。。６６月月末末でで病病室室のの改改修修工工事事がが終終了了しし古古くくてて

もも少少ししででもも気気持持ちちよよくく入入院院ししてていいたただだけけるるよようう努努めめてていいまますすがが、、ややはは

りり目目標標はは病病院院のの建建てて替替ええでですす。。ここのの目目標標にに加加ええ、、ささららににＤＤＸＸのの導導入入でで

進進化化ををししたたいいももののでですす。。オオンンラライインン診診療療やや入入院院患患者者見見守守りりシシスステテムム、、

薬薬剤剤・・検検体体運運搬搬ロロボボッットト、、カカルルテテのの音音声声入入力力、、携携帯帯エエココーーのの使使用用、、スス

ママーートトフフォォンン連連動動のの輸輸液液シシスステテムム等等々々使使っっててみみたたいいももののはは多多数数あありりまま

すす。。ここれれららのの導導入入はは患患者者ささんんとと医医療療従従事事者者のの双双方方ににととっってて大大ききななメメリリ

ッットトををももたたららすすここととももわわかかっってていいまますすがが、、ココスストトややセセキキュュリリテティィ、、医医

療療従従事事者者ののリリテテララシシーーななどどのの問問題題ももあありりまますす。。厳厳ししいい社社会会状状況況のの中中でで

ははあありりまますすがが夢夢やや希希望望はは捨捨ててずずにに次次のの 年年歩歩んんでで行行けけたたららとと思思いいまますす。。

創創立立 周周年年、、ここれれままででととここれれかからら

東東海海病病院院 看看護護部部長長 岡岡 朋朋子子



消消化化器器癌癌ににおおけけるる

ハハイイパパーーササーーミミアアのの治治療療効効果果

参考文献１ ，

ハハイイパパーーササーーミミアアととはは

ハハイイパパーーササーーミミアアはは化化学学療療法法やや放放射射線線療療法法ととのの併併用用にによよりり

相相乗乗的的なな効効果果がが期期待待ででききるる癌癌治治療療法法でであありり、、保保険険適適用用ととなな

っってていいまますす。。本本邦邦ででののハハイイパパーーササーーミミアアはは、、 のの高高周周

波波交交流流電電流流をを流流しし、、そそののジジュューールル熱熱にによよりり患患部部のの温温度度をを上上

昇昇ささせせるる仕仕組組みみでですす。。ハハイイパパーーササーーミミアアでではは、、癌癌組組織織ののああ

るる局局所所をを ～～ 分分、、 ～～4433℃℃以以上上にに加加温温ししまますす。。

当当院院ででのの治治療療成成績績 年年かからら 年年ままでで遠遠隔隔転転移移をを伴伴

っったた膵膵癌癌、、大大腸腸癌癌、、胃胃癌癌にに治治療療をを行行っっててききままししたた。。遠遠隔隔転転

移移をを切切除除ででききたた症症例例はは除除外外ししてていいまますす。。治治療療器器はは主主ににアアスス

ククーーフフ８８（（図図１１））をを使使用用ししてておおりりまますす。。

膵膵癌癌症症例例のの治治療療効効果果

遠遠隔隔転転移移をを伴伴っったた膵膵癌癌はは 例例。。抗抗癌癌剤剤治治療療ののみみをを行行っったた

例例（（ 群群））、、抗抗癌癌剤剤治治療療ににハハイイパパーーササーーミミアアをを併併用用ししたた

例例（（ 群群））ににつついいてて治治療療成成績績をを示示ししまますす。。生生存存期期間間中中

央央値値はは 群群でで カカ月月、、 群群でで カカ月月ででししたた。。 群群でで有有

意意にに生生存存期期間間のの延延長長をを認認めめままししたた（（ ））（（図図２２））。。

遠遠隔隔転転移移をを伴伴っったた膵膵癌癌にに対対すするる ででのの生生存存期期

間間のの中中央央値値はは１１ かか月月とと報報告告さされれてておおりり、、膵膵癌癌にに

対対しし奏奏効効率率のの高高いい よよりりもも我我々々のの報報告告ししたたハハイイ

パパーーササーーミミアア併併用用群群でではは生生存存期期間間がが カカ月月でで生生存存期期間間のの

延延長長をを認認めめままししたた。。

大大腸腸癌癌症症例例のの治治療療効効果果

遠遠隔隔転転移移をを伴伴っったた大大腸腸癌癌症症はは 例例ででししたた。。抗抗癌癌剤剤治治療療ののみみ

をを行行っったた 症症例例（（ 群群））、、抗抗癌癌剤剤治治療療ににハハイイパパーーササーーミミアア

をを併併用用ししたた 例例（（ 群群））ににつついいてて治治療療成成績績をを示示ししまますす。。

生生存存期期間間中中央央値値はは 群群でで カカ月月、、 群群でで カカ月月ででししたた。。

群群でで生生存存期期間間のの延延長長をを示示すす傾傾向向ががみみらられれままししたた（（

））。。（（図図 ））

胃胃癌癌症症例例のの治治療療効効果果

遠遠隔隔転転移移をを伴伴っったた胃胃癌癌症症はは 例例ででししたた。。抗抗癌癌剤剤治治療療ののみみをを

行行っったた 症症例例（（ 群群））、、抗抗癌癌剤剤治治療療ににハハイイパパーーササーーミミアアをを

併併用用ししたた 例例（（ 群群））ににつついいてて治治療療成成績績をを示示ししまますす。。生生

存存期期間間中中央央値値はは 群群でで カカ月月、、 群群でで カカ月月ででししたた。。

群群でで生生存存期期間間のの延延長長をを示示すす傾傾向向ががみみらられれままししたた（（ ））

整整形形外外科科医医長長 仲仲野野隆隆彦彦

外外傷傷再再建建ととポポリリフファァ－－ママシシーー

、 関与は報告されている

稲稲田田らら 骨骨折折

整整形形外外科科がが治治療療対対象象ととすするる疾疾患患のの中中でで外外傷傷がが占占めめるる割割合合はは多多いい。。ししかかしし、、外外

傷傷患患者者のの中中ででもも重重度度四四肢肢外外傷傷ととななるるとと頻頻度度はは一一年年間間でで 万万人人ああたたりり 人人程程度度

とと決決ししてて多多くくははなないいがが、、治治療療ににはは専専門門的的なな知知識識・・技技術術がが必必要要ででああるる。。国国内内でで

もも重重度度四四肢肢外外傷傷再再建建をを専専門門ととすするる外外傷傷セセンンタターーはは増増ええつつつつあありり、、そそのの再再建建目目

標標はは受受傷傷前前のの をを獲獲得得しし、、職職場場復復帰帰をを目目指指すす事事ででああるる。。そそののよよううなな外外傷傷セセ

ンンタターーでで勤勤務務すするる中中、、重重症症外外傷傷のの予予防防ががででききなないいかかとと考考ええたた。。

近近年年増増加加傾傾向向ににああるる高高齢齢者者骨骨折折のの中中でで、、橈橈骨骨遠遠位位端端骨骨折折にに着着目目しし、、ポポリリ

フファァーーママシシーーととのの関関連連をを検検討討ししたた。。ポポリリフファァーーママシシーーととはは多多剤剤服服用用のの高高齢齢患患

者者ににおおいいてて有有害害なな事事象象がが起起ここっってていいるる、、ああるるいいはは起起ききややすすいい状状態態ののここととででああ

るる。。 歳歳以以上上のの橈橈骨骨遠遠位位端端骨骨折折患患者者 例例をを対対象象ととしし、、年年齢齢、、性性別別、、内内服服薬薬

数数、、

（（ ））内内服服のの有有無無ににつついいてて後後ろろ向向ききにに調調査査ししたた。。重重

症症度度のの評評価価はは開開放放骨骨折折 閉閉鎖鎖骨骨折折とと関関節節内内骨骨折折 関関節節外外骨骨折折ととししてて群群分分けけしし比比

較較ししたた。。結結果果はは開開放放骨骨折折群群でで内内服服薬薬数数がが有有意意にに多多くく 開開放放骨骨折折群群

閉閉鎖鎖骨骨折折群群 、、内内服服薬薬５５剤剤以以上上ののオオッッズズ比比はは 信信

頼頼区区

間間 ででああっったた。。ままたた関関節節内内骨骨折折でではは内内服服薬薬数数にに有有意意差差

ははなないいもものののの、、 内内服服にによよるるオオッッズズ比比はは でで

ああっったた。。本本研研究究にによよりり、、高高齢齢者者橈橈骨骨遠遠位位端端骨骨折折のの重重症症度度ははポポリリフファァーーママシシーー、、

内内服服のの影影響響をを受受けけるる可可能能性性がが示示唆唆さされれたた。。ポポリリフファァーーママシシーーのの改改善善はは、、

重重症症なな高高齢齢者者橈橈骨骨遠遠位位端端骨骨折折をを減減ららすす可可能能性性ががああるる。。

診診療療部部長長 山山本本竜竜義義
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